
学校番号 T3005

教科 工業 科目 機械実習 単位数 ２単位 年次 ２年次
使用教科書
副教材等

令和３年度　工業科

観
点
の
趣
旨

工作機械・溶接作業
の基礎基本が理解
出来ているか

工作機械を自在に
操作できる
溶接できれいなビー
ドが出来る

各工作機械で製作
可能な身近な機械
部品を考える
金属の接合方法に
ついて考える

工作機械の構造を
理解し、動作確認で
どのようなことが出
来るのかを考える
鉄鋼が湯（液体）に
なることを知る

評
価
方
法

積極的な授業参加
出席状況
作業の理解度

課題の完成度
作業中の様子

積極的な授業参加
出席状況

積極的な授業参加
出席状況

工作機械での刃物・工作物等の取り付け作業準備が出来ること
切削条件に合った作業が出来ること
ガス溶接の準備である、ホースの接続、圧力の調節が迅速に出来ること

２　　学習の到達目標

３　　学習評価（評価規準と評価方法）
観
点

安全に作業が出来る服装等の身だしなみに気を配る
作業中は目を離さず、集中すること
作業の段取りを覚えること
器具を大切に扱うこと

１　　担当者からのメッセージ（学習方法等）

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

ａ：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解
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評価方法

４　　学習の活動

月
単
元
名

学習内容
主な評価
の観点 単元（題材）の評価規準

ａ：機械の動作を理解している
ｃ：準備が迅速に出来、段取り
よく作業が進めることができる
ｄ：スライス盤に出来る作業を
理解出来る

旋
盤
実
習

基本操作
センタの取付け
工作物の取付け
刃物の取付け
丸棒の製作
段付き丸棒の製作

〇 〇 〇

ａ：機械の動作を理解し、意欲
的　に取り組むことが出来る
ｃ：準備が迅速に出来、段取り
よく作業が進めることができる
ｄ：旋盤に出来る作業を理解出
来る

※表中の観点について　　　a：関心・意欲・態度　　　　b：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　 c：技能　　　　　　　　　　　　d：知識・理解

※年間指導計画（例）作成上の留意点
・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の各
項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている

溶
接
実
習

溶接装置・器具の
点検と整備
基本操作
下向きビードの置き
方

〇 〇 〇

ａ：溶融し接着できることに関
心をもつ
ｂ：板厚によりアーク溶接・ガス
溶接か判断できる
ｃ：きれいなビードが置ける

出席状況
積極的な授業参加
安全作業に徹している
基本的な機械操作作業
課題の完成度

フ
ラ
イ
ス
実
習

基本操作
刃物の取付け
工作物の取付け
正面フライスでの作
業
エンドミルでの作業

〇 〇 〇


